
(1)第 79号 高松地区防火安全協会会報 令和8年 7月

高
松
地
区
防
火
安
全
協
会

足
隋
鯖
会

第 79号

一
般
表
彰
２。
年

（表
彰
に
関
す
る
要
綱
第
５
条
第
１
項
第
２
号
イ
）

久
米
加
株
式
会
社
　
　
　
　
　
　
　
福
井
　
　
学

様

一
般
表
彰
２。
年

（表
彰
に
関
す
る
要
綱
第
５
条
第
１
項
第
２
号
イ
）

若
宮
産
業
株
式
会
社
　
　
　
　
　
　
　
蟹
江
　
武
志

様

令
和
６
年
宦
足
障
絡
会

記
念

品

嚢
繰
の
お
畑
ら
せ

令
和
６
年
度
定
時
総
会
に
御
出
席
い
た
だ
い
た
皆
様
に

お
渡
し
し
ま
し
た
参
加
記
念
品
（モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
）
の

一部
に
不
具
合
が
あ
る
こ
と
が
判
明
い
た
し
ま
し
た
。

現
時
点
に
お
き
ま
し
て
、
事
故
等
の
報
告
は
ご
ざ
い
ま

せ
ん
が
、
安
全
確
認
の
た
め
代
替
品
を
お
渡
し
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
御
持
参
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

■
対
象
商
品

令
和
６
年
度
総
会
記
念
品
（モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
）

Ｇ

Ｒ

Ｅ

Ｅ

Ｎ

Ｈ

Ｏ

Ｕ

Ｓ

Ｅ

（型

番

一
Ｇ

Ｈ
！
Ｂ

Ｔ

Ｐ

Ｃ

２

０

０
・Ｂ

Ｋ

）

■
注
意
事
項

現
品
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
お
渡
し
い
た
し
ま
す
。

■
回
収
交
換
に
つ
い
て

高
松
市
番
町
一丁
目
８
番
１
５
号

高
松
市
防
災
合
同
庁
舎
５
階

高
松
地
区
防
火
安
全
協
会
　
事
務
局

交
換
期
間

令
和
８
年
６
月
１
日
～
令
和
８
年
８
月
３
１
日

平
日
９
】
０
０
～
１
７
中
０
０

テ
リ
ー
ヤ

イ
ル

⌒

バモ
ツバ

令
和
８
年
度
高
松
地
区
防
火
安
全
協
会
定
時
総
会
が
５
月
２２
日
に

ホ
テ
ル
パ
ー
ル
ガ
ー
デ
ン
に
お
い
て
、
来
賓
各
位
並
び
に
会
員
多
数
の
御

出
席
を
い
た
だ
き
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
は
、
令
和
８
年
度
優
良
会
員
２
名
の
表
彰
に
つ
づ
き
、
前
年
度
の

事
業
報
告
及
び
決
算
報
告
、
本
年
度
事
業
計
画
（案
）
及
び
予
算

（案
）

の
審
議
が
行
わ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

゛
=′
  ｀子 ぃ

令
和
８
年
度

優
良
会
員
表
彰
者

，
一

/＼
|
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令和8年度の
優良会員表彰者のみなさま

発
行
高
松
地
区
防
火
安
全
協
会

高
松
市
番
町

一
丁
目
八
番
十
五
号

（高
松
市
消
防
局
予
防
課
内
）

Ｔ
Ｅ

・
Ｆ
食

０

８

７
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９
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３

印
刷

中
藤
田
印
刷
株
式
会
社
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令和8年度高樅地区防火安全協会役員紹介
（富
　
　
長

四
国
石
油
伽
　
　
　
　
　
　
国
東
　
宣
之

副

（富
長

伽
天
勝
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
雅
博

い
川
六
　
　
　
　
　
　
　
　
費
田
　
圭

一

波
多
野
塗
料
い
　
　
　
　
　
波
多
野
大
介

久
米
加
仰
　
　
　
　
　
　
　
久
米
　
栄
治

四
国
ガ
ス
伽
高
松
支
店
　
　
竹
内
　
広

一

常
任
理
事

高
橋
石
油
④
　
　
　
　
　
　
中
條
　
俊
哉

川
西
石
油
仰
　
　
　
　
　
　
川
西
　
庸
介

高
松
赤
十
宰
病
院
　
　
　
　
樽
茶
　
直
人

四
回
電
力
佛
香
川
支
店
　
　
田
村
　
温
子

④
高
松
三
越
　
　
　
　
　
　
宇
賀
　
信
吉

四
電
ビ
ジ
ネ
ス
ω
　
　
　
　
松
下
　
隆
樹

理
　
　
事

後
藤
設
備
工
業
帥
　
　
　
　
伊
藤
　
雅
也

若
宮
産
業
ω
　
　
　
　
　
　
若
宮
　
達
也

仰
森
高
塗
料
店
　
　
　
　
　
森
　
　
一
真

協
和
化
学
工
業
い
　
　
　
　
今
滝
　
健

一

東
洋
イ
ン
キ
④
中
四
回
支
店

池
崎
　
正
樹

湊
海
運
④
　
　
　
　
　
　
　
演
田
　
達
哉

綾
菊
酒
造
い
　
　
　
　
　
　
河
毛
　
政
人

イ
ヌ
イ
い
高
松
工
場
　
　
　
大
森

　

一

屋
島
総
合
病
院
　
　
　
　
　
岡
　
　
篤

四
国
旅
客
鉄
道
い
　
　
　
　
横
山

　

誠

イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
い
イ
オ
ン
高
松
東
店

笠
井
　
理
枝

⑪
タ
ダ
ノ
　
　
　
　
　
　
　
家
田
　
勝
志

日
渉
塗
料
④
　
　
　
　
　
　
一
一川
　
晃

一

い
イ
ズ
ミ
ゆ
め
タ
ウ
ン
高
松

松
重

　
健

穴
吹
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
い

片
桐
　
幸
輔

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
い
香
川
支
店

平
本
　
雄

一

Ｊ
Ｒ
ホ
テ
ル
ク
レ
メ
ン
ト
高
松

河
田
　
卓
士

監
　
　
事

エ
ム
ジ
ー
開
発
④
　
　
　
　
合
田
　

優

高
松
高
等
予
備
校
　
　
　
　
村
上

　

太

令
和
８
年
度
香
川
県
危
険
物
安
全
大
会

令
和
８
年
度
香
川
県
危
険
物
安
全
大
会
が
６
月

１０
日
香
川
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
大
会
で
、
高
松
地
区
防
火
安
全
協
会
か
ら
は
、

香
川
県
危
険
物
安
全
協
会
連
合
会
会
長
表
彰
と
し

て
個
人
ｌ
名
が
表
彰
さ
れ
、
全

財
）
全
国
危
険

物
安
全
協
会
理
事
長
表
彰
と
し
て
個
人
１
名
が
受

賞
さ
れ
、
表
彰
を
御
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

【表
翌
】

香
川
県
危
険
物
安
全
協
会
運
合
会
会

長
表
彰

【表
彰
披
露
】

（
一
財
）
全
国
危
険
物
安
全
協
会
理
事
長
表
彰

会員表彰(個人)

波多野塗料株式会社

波多野 大介 様

保安功労者

イヌイ株式会社高松工場

田村 卓二 様

「

令和8年度

危険物安全週間
盤達儒詣が決定盟

甲

全国編―防火標語
が決定!」

令和8年度万令
和
８
年
度
全
国
統

一
防
火
標
語
に
つ
い
て
は
、

「火
の
確
認

い
い
日
を
支
え
る

い
い
習
慣
」
に
決

定
い
た
し
ま
し
た
。

火
災

の
原
因
が
多
様
化

・
複
雑
化
す
る
い
ま
、

火
を
確
認
す
る
と
い
う
こ
と
を
習
慣
に
し
て
、
安

心
で
平
穏
無
事
な
毎
日
を
過
ご
し
て
ほ
し
い
と
の

願
い
か
ら
生
ま
れ
た
標
語
で
す
。

令
和
８
年
度
危
険
物
安
全
週
間
推
進
標
語
は
、

「
つ
か
み
取
れ
！
　
め
ざ
す
無
事
故
の
　
頂
を
」

に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

皆
様
の
職
場
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
危
険
物
の

取
扱
い
等
に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

火の

いい日を支える

習慣

譴 BEttB奮 欝

令和8年度防火ポスターモデルは、
タレント・モデルの塚本恋乃葉さん
です

■ 4 J

令和8年度危険物安全週間推進
ポスターモデルは、スポーツクラ
イマーの安楽宙斗さんです
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李

‐修（〓の
ュしあ
ん
４
＝

【普
通
激
命
語
習
会
】

▼
日
　
　
時
　
〈「和
８
年
９
月
１１
日
（金
）

午
前
の
部

１０
時
～
１２
時

午
後
の
部

愕
時
３。
分
～
１５
時
３。
分

令
和
８
年
１０
月
９
日
（金
）

年
前
の
部

１０
時
～
１２
時

年
後
の
部

１３
時
３。
分
～
１５
時
３。
分

▼
募
集
人
員
　
各
２。
名

▼
場
　
　
所
　
一局
松
市
民
防
災
セ
ン
タ
ー

高
松
市
多
肥
下
町
１
５
３
０
１
１
６

本
講
習
を
受
講
す
る
こ
と
で
、
い
ざ
と
い
う
時
に
適
切
な

措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
、
今
ま
で
皆
様
が
救
え
な
か
っ
た

命
を
救
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ぜ
ひ
、
積
極
的
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

注
意
中応
急
手
当
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
を
受
講
し
て
い
な
い
場
合

は
、
並日
通
救
命
請
習
の
修
了
証
を
交
付
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

【あ
な
ぶ
き
Ｐ
Ｍ
ア
カ
デ
ミ
ー
体
験
学
習
会
】

▼
日
　
　
時
　
〈申
和
８
年
９
月
１５
日
（火
）

１０
時
～
１１
時
３。
分

‐４
時
～
‐５
時
３。
分

令
和
８
年
１０
月
１６
日
（金
）

１０
時
～
１１
時
３。
分

‐４
時
～
‐５
時
３。
分

▼
募
集
人
員
　
各
５
名

▼
場
　
　
所
　
あ
な
ぶ
き
Ｐ
Ｍ
ア
カ
デ
ミ
ー

高
松
市
多
賀
町
三
丁
目
８
‥
２

当
施
設
で
は
、
屋
内
消
火
栓

を
用
い
た
放
水
体
験
、
火
災
発

生
時
の
自
動
火
災
報
知
設
備
の

操
作
要
領
、
避
難
体
験
な
ど
、

火
災
減
災
に
対
す
る
実
践
的
な

体
験
学
習
が
可
能
で
す
。

【香
川
県
防
災
セ
ン
タ
ー
体
験
学
習
会
】

▼
日
　
　
時
　
〈「和
８
年
１０
月
２。
日
（火
）

１０
時
～
１１
時
３。
分

▼
募
集
人
員
　
３。
名

▼
場
　
　
所
　
香
川
県
防
災
セ
ン
タ
ー
（生
島
町
）

高
松
市
生
島
町
６
８
９
‥
‐１

災
害
は
、
日
常
的
に
体
験
で
き

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
可
能
性
は
日
常
生
活

の
ど
こ
に
で
も
潜
ん
で
い
ま
す
。

い
ざ
遭
遇
す
れ
ば
、
瞬
時
の
判

断
が
生
死
を
左
右
す
る
こ
と
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

と
っ
さ
の
時
、
慌
て
ず
的
確
に

行
動
で
き
る
よ
う
、
是
非

一
度
「
い

ざ
」
を
体
験
し
ま
し
ょ
う
。

注
意
【

普
通
救
命
講
習
会
と
あ
な
ぶ
き

Ｐ
Ｍ
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、
応
募
人
数

に
よ
っ
て
は
、
日
時
の
変
更
を
お

願
い
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
コ
Ｆ

各
種
語
習
会
担試
験
案
内

【日
　
　
時
】
令
和
８
年
８
月
２０
日
（木
）

令
和
８
年
８
月
２‐
日
（金
）

塞
〓　
　
場
〓
三
菱
ケ
ミ
カ
ル
株
式
会
社
香
川
事
業
所

【日【（奉

時
】
令
和
８
年
１２
月
Ｈ
日
（金
）

場
】
香
川
県
庁
ホ
ー
ル
（県
庁
東
館
２
階
）

【日【（４

時
】
令
和
８
年
Ⅲ
月
２５
日
（水
）

場
】
観
音
寺
市
民
会
館
（
ハ
イ
ス
タ
ッ
フ
ホ
ー
ル
）

【日【（〓

時
】
令
和
８
年
Ю
月
２。
日
（火
）

場
】
志
度
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
（大
会
議
室
）

【日【（雰

時
】
令
和
８
年
９
月
２５
日
（金
）

場
】
香
川
県
庁
ホ
ー
ル
（県
庁
東
館
２
階
）

【日【（雰

時
】
令
和
８
年
８
月
２７
日
（本
）

場
】
善
通
寺
市
民
会
館

【日【（雰

時
】
令
和
８
年
８
月
７
日
（金
）

場
】
香
川
県
庁
ホ
ー
ル
（県
庁
東
館
２
階
）

【日【（雰

晴
】
令
和
８
年
７
月
２３
日
（木
）

場
】
小
豆
地
区
消
防
本
部
兼
小
豆
島
西
消
防
署

お
問
い
合
わ
せ
先

香
川
県
危
険
物
安
全
協
会
連
合
会

フ
０
８
７
‐８
１
２
‐６
６
３
３

冨
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各
種
語
習
会
・試
験
案
内

【同
　
　
時
▼

令
和
９
年
３
月
６
日
（土
Ｘ
乙
種
第
４
類
）

令
和
９
年
３
月
７
日
（日
）

（甲
種
・乙
種
第
１
。２
・３
・５
・６
類
・丙
種
）

容
〓　
　
場
▼

香
川
大
学
創
造
工
学
部

【受
付
期
間
▼

令
和
９
年
１
月
１３
日
（水
）
～
１
月
２２
日
（金
）

【日
　
　
時
▼
令
和
８
年
１０
月
３‐
日
（土
Ｘ
乙
種
第
４
類
）

令
和
８
年
Ｈ
月
１
日
（日
）

（甲
種
・乙
種
第
１
・２
・３
・５
，６
類
・丙
種
）

Д
泰
　

場
▼
香
川
大
学
創
造
工
学
部

【受
付
期
間
▼
令
和
８
年
９
月
１５
日
（火
）～
９
月
２５
日
（金
）

お
問
い
合
わ
せ
先

全
財
）
消
防
試
験
研
究
セ

ヲ

０
８

７

１
８

２
３

知

っ
て
い
ま
す
か
？

年
々
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
を
使
用
し
た

製
品
か
ら
の
火
災
が
増
加
し
て
お
り
、
そ
の
中

で
も
モ
バ
イ
ル
バ
ン
ア
リ
ー
か
ら
が
約
４。
％
を

占
め
て
い
ま
す
。

モ
バ
イ
ル
バ
ツ
ア
リ
ー
は
、
衝
撃
や
熱
に
弱

く
変
形
や
屁
張
が
あ
る
場
合
は
、
使
わ
頂

不
鰯
の
箱
等
に
入
れ
て
、
廃
棄
方
法
を
自
治

体
に
相
談
し
て
く
だ
さ
鳴

▲

膨張したモバイルバッテリー

※定晴総会記念品で配布した物

<総務省消防庁のリチウムイオン電池総合対策
ポータルサイトもご覧ください。

【日
　
　
時
▼
令
和
９
年
二
月
Ｈ
日
（月
・祝
Ｘ
全
種
全
類
）

Д
奉　
　
場
▼
香
川
大
学
創
造
工
学
部

【受
付
期
間
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リチウムイオン電池等からの火災件数
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消火 出共

消火後斧

週報

消火器、水バケツ等で消火

◆

静
7+ 藤
／

耐
こ
曹与

・消火後は、水没させて
消防の到着を待つ。
・適切な方法で廃棄

織

◆■

出火時の賊応
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ツ
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リ
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蔽
人
の

初
期
消
火
ゴ


